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コ ナ ジ ラ ミ 類の配偶行動と交尾信号
かん

久留米大学医学部生物学教室 上

は じ め に

コ ナ ジ ラ ミ 類 は分類の困難な グ ル ー プであ る 。 成虫 に
分類学的な特徴が乏 し し も っ ぱ ら 踊 (4 齢幼虫) の外
部形態 に依存す る か ら であ る 。 特 に 分類の 困難な種群に
RAPD-PCR 法 な ど の分子遺伝学的解析が始 ま り ， 従来
の野生型 タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ Bemisia tabaci (A タ イ プ)
に対す る 新系統 (B タ イ プ) が独立種 シ ルバー リ ー フ コ
ナ ジ ラ ミ B. argentifolii と さ れ た (BELLOWS et al. ， 
1994)。 こ の 記載 は よ り 詳細 な 形態形質 に 加 え て ， 交雑
実験， ア イ ソ ザ イ ム ， DNA 分析の総合的な判 断 に よ る

よ う で あ る 。 し か し ， 特定遺伝子 のパ タ ー ン や ア ミ ノ 酸

組成の類似性 を 見 て も ， 具体的 な形態や行動 と の 関連の
把握 は 困難で あ り ， ゲ ノ ム の 断 片情報 で は A タ イ プ と
B タ イ プ が 同 種 か 別 種 か の 扱 い に 異 論 も あ り ， ar. 
gent約lii の記載 に 用 い た 供試虫が隔離集 団 に 生 じ た 遺

伝子浮動 と か， 選択 さ れた 実験室系統で， 新種 と 認め な
い研究者 も 出 て き た ( BARTLETT and GAWEL， 1993)。

ゲ ノ ム情報の ネ ッ ク と 形態情報の不足 の 聞 を 結ぶ も の

と し て ， 配偶行動 に かかわ る 情報 は重要 と 考 え る 。 生得

的解発機構が関与す る 一連の行動連鎖 に は， 認知 シ ステ

ム に か か わ る リ リ ー サ を 含 む行動 ユ ニ ッ ト が あ り (後
述， 図-5， 6)， 当然遺伝情報が介在す る だ ろ う 。 そ れ ら

は配偶者選択 に 直接 か か わ る 形質 と し て ， 淘 汰 に 関与

し， 生殖的隔離の程度 や種の識別の重要な分類基準 と な

る 可能性があ る (KANMIYA， 1996 a)。

筆者 は， コ ナ ジ ラ ミ 害虫種 に 腹部振動 に よ る 雌維の交

信 を初め て 明 ら か に し た (上宮， 1995 ; KANMIYA， 1996 

a)。 婦 で容易 に 識 別 で き な い ス イ カ ズ ラ 由 来 の タ バ コ
コ ナ ジ ラ ミ と ， 園芸 ・ 栽培作物由来の シ ルバー リ ー フ コ
ナ ジ ラ ミ が交尾信号 に よ っ て 容易 に識別 で き る 意義 を認
め， そ の後圏 内 の 他の種 に つ い て 交尾信号が こ の科に 普
遍 的 な も の か を 調査 し た 成 果 の 一部 を こ こ に 報告 し た
，， >。

I コ ナ ジ ラ ミ 類の交尾信号

キ ジ ラ ミ ， コ ナ ジ ラ ミ 類が交尾信号 を 出 す こ と は永 ら
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く 未知であ っ た 。 そ れ は， 腹部振動波が非常 に微弱で，
耳 に 聞 こ え ず， ウ ン カ ， ヨ コ バ イ 類 と 同様 に 特別 の 防音
条件下で， 信号検出 に工夫 し な い と 聞 り な い か ら であ ろ
う 。 オ ン シ ツ コ ナ (以下末尾の ジ ラ ミ を 省略) の配偶行
動時の腹部振動 を AHMAN and EKBOM ( 1981) が記述 し た
が， 基質 を伝わ る 振動信号 と は わ か ら な か っ た 。 コ ナ ジ
ラ ミ 類の 交尾信号 は腹部 ま た は胸部 を 素早 く 律動 さ せ，
そ の力が脚 を 介 し て 葉 に 伝 わ る 強制振動波で (KANMIYA，
1996 a)， 各 種 に 明 瞭 な 音 響 学 的 固 有 性 が あ る
(KANMIYA， 1996 b ; 上宮， 1997)。 極言 す る な ら ， た だ 1

個の信号で種の 区別が可能 で あ る 。

コ ナ ジ ラ ミ 科 は わ が国 に 26 属 63 種が記録 さ れて い る

(宮武， 1980)。 今回， そ の 主 要 な 属 で あ る ミ カ ン コ ナ ジ

ラ ミ 属 Dialeurodes， ア オ キ コ ナ ジ ラ ミ 属 Aleurotuber­
culatus， カ タ バ ミ コ ナ ジ ラ ミ 属 A l，のlYodes， ア ケ ビ コ ナ
ジ ラ ミ 属 Odontaleyrodes ， ツ ツ ジ コ ナ ジ ラ ミ 属
Pealius， タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 属 Bemisia， マ ー ラ ッ ト コ
ナ ジ ラ ミ 属 Aleurolobus 等 に 交尾音 を確認 し た 。 こ の こ
と は わ が国の全種に 交尾信号があ る 可能性 を 示唆す る 。
図-1 に代表 的 な 13 種 の 雄交尾信号 を 800 ms 聞 の オ シ
ロ グ ラ ム で示 し た 。 交尾信号 に は独立 し た 持続波 と ， い
く つ かの分節 し た パ ル ス 波， そ し て そ の二つ を そ ろ え た

も の に大別 さ れ る 。 タ バ コ コ ナ ， シ ルバー リ ー フ コ ナ ，

時 間 (ms)

関 -1 日 本産 コ ナ ジ ラ ミ 各種の雄交尾信号オ シ ロ グ ラ ム
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ミ カン コ ナ を 除 く 他の種 は こ の 800 ms の 枠 を 超 え て 信
号が規則 的 に連続す る パ タ ーン と な る 。

交尾信号の音 響特 性 に よっ て種 の 区別が き わ め て 容易
で あ る 。 一 個 の パ ー ス ト 波 (一連 の 持 続 波 : 60�7 00 
ms 長) が 1 7 0 ms以 上 離 れ て 配 置 す る か， あ るい は数
個 の 短い パ ー ス ト 波 (約 60 ms 長) ま た は パ ル ス 波

(短瞬波 :20 ms 長以下) が 50 ms以 下 の 短い 間 隔で 並
んで 配置 し て l群 (パノレ ス ト レイン) を構成す る か に大
別 さ れ る 。 長い パ ー ス ト 波 (150 ms以上) が不 規則 な
間 隔 に配置す る タ バ コ コ ナ と シ ルバー リ ー フ コ ナ の詳 細
な識別 は後述す る 。 短い ノ f ー ス ト 波 (60 ms 前後) が規
則 的 な 間 隔で 配置す る ク サイ チ ゴ コ ナ ， ア オ キ コ ナ，ツ

ツジ コ ナ3種 はパー ス ト 波の数 と 周期で 区別で き る 。 上
記 5種 を |除 く 他の種 は， パ ル ス 波 の 基本 波 が 220�250
Hz の低い 周 波数で 緩 や か に振動す る群と ， パ ル ス 波 の
基 本 波 が320�430 Hz の 高い 周 波数で 激 し く 振動 す る
群に分かれ， 前の群は パ ル ス 波総数 が 6 個前後の シ ナ ノ
コ ナ ， パ ル ス 波が9 �10 個の ブ ドウ コ ナ に 区別で き ， 後
の群は， パ/レ ス 波 に先 行 し て連続す る パル ス 波 と ほぼ等
長のパー ス ト 波があ る カ タ バミ コ ナ と ク サ ギ コ ナ と ， パ
ノレ ス 波の 前 に 連続的 なパー ス ト 波 は な し も し あ る ;場合
に は独立 し た パ ル ス 波的な短い 予備振動 と な る 若手に分か
れ る 。 こ れ ら はパ/レ ス 波の前のパー ス ト 波の周波数 や，
パ ル ス 波 の数で 区別 さ れ， あ るい は オン シツコ ナ の よう

に長短の二形の波形が交互 に配置す る か， あ るい はパル
ス 波 は すべ て 阿波形で あ る かで 容易 に 区別で き る 。 数種
の雌に も 腹部振動が認め ら れ， 自 発 的 に ， あ るい は雄の
信号に対し て応答の信号 を 出 す。 シ ルバ ー リ ー フ コ ナ の

雌 は 1 分 を超 え る 顕著な連続振動波 を 示 す 。

II tαbαci と αrgentifolii の問題

タ バ コ コ ナ の B タイ プが新種 シ ノレ バ ー リ ー フ コ ナ と

さ れた 分類 学的扱い の経緯 に つい て は， 他の知見 と と も

に矢野 ( 1994) や本誌上で 松井 ( 199 5) が詳 し く 解説 し

てい る 。 PERRING 巴t al .  ( 1993) の分子 遺伝学的解釈 と ，

BELLOWS et al .  ( 1994) の よ り 詳 細 な 形態 学的差異の デー

タ か ら ， 両種 は識別が可能 と さ れた も の の ， 顕微 鏡的 に
区別で き る の は蝋 の 前気門 と 後気門の ワ ッ ク ス 突起の幅
が タ バ コ コ ナ よ り も 狭い 点 や刺毛列 の差で あ る 。 ワ ッ ク
ス 突起の幅に よ る 判 別 は 走 査電顕下で ない と 困難で、' 詳
細な統計的分析 は ない 。 BARTLETT ( 199 6) は， 昨年の 国
際昆 虫 学 会 議で t位 界 の 50 地 域 の 広 義 の tabaci を

RAPD-PCR 法 に よ る DNA バン ド パ タ ーン で 比較 し ，
野生 型の タ バ コ コ ナ と栽培型の シ ルバー リ ー フ コ ナ は 同

一種 の遺伝子 多型的な構成集 団 と 見 な し た 。 遺伝子 解析
で は サン プ/レ の表現形質 の分散 と ， 交雑 に よ る 妊性 を チ

ェ ッ ク し ， 行 動生 理的な形質に基づい て ， 異な る 遺伝子
集 団 と の混 同 を 避 け よう と す るだ ろう 。 し か し ，
Bemisia 属 は 世界 に26種 (MOUND and HALSEY， 19 7 8) を
数 え る た め ， 分析 に形態 差 の 少 ない 同胞穫 を 同一サン プ
ル と 扱う 危険性 は分子 的手 法 のジ レン マ と し て 残 る 。 そ
の意味で ， 交尾信号 は妊性の有無 と と も に ， 集団 の均質
性 を計 る パ ラ メ ー タ に な るだ ろう 。 図2 に400 ms 聞 の
タ バ コ コ ナ ( スイ カ ズ ラ 由来) と シ ル バ ー リ ー フ コ ナ
( ト マ ト 由来) の雄交尾信号 の 周 波数 構成 を 比較 し た 。
最下段の オ シ ロ グ ラ ムで は， タ バ コ コ ナ のパ ー ス ト 波 は

図 ー 2 タ パ コ コ ナ ジ ラ ミ と シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ の雄交尾信号の オ シ ロ グ ラ

ム (下段) と 周 波数 ス ペ ク ト ノレ (上 2 段)
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図 - 3 雄交尾信号に よる タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ と シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ の
寄主植物別に よ る 識別

常 に 300 ms を 超 え ， 普 通 450 ms で あ る 。 シ ル バ ー リ
ー フ コ ナ は 230 ms 程度 で 300 ms を 超 え る こ と は め っ

た に な い。 顕著な周 波数変調の 有無が， 信号の長 さ の差

よ り も 種の判別 を よ り 可能 に す る 。 タ バ コ コ ナ の発音 を

端的 に表現す る と 「 モ ー」 と な り ， シ ルバー リ ー フ コ ナ

の そ れ は 「 フ イ ッ 」 と な る 。 図 の 中段 は そ のー音 を 500
Hz 帯域で解析 し た ス ペ ク ト ル で， タ バ コ コ ナ の振動波
は ほ ぼ一定で， 基本周 波数が ピ ー ク 245 Hz の前後の狭
い 範 囲 に あ る が， シ ル パ ー リ ー フ コ ナ は 27 0 Hz か ら

450 Hz の 広 い 範 囲 で， 台 形 に ス ペ ク ト ル が現れ る 。 つ

ま り 180 Hz の幅で周 波数変調が あ る 。 そ の た め ， シ ル

パ ー リ ー フ コ ナ の 基本 波帯域 は 広 く ， 最上段 の 2 kHz

帯域 の ス ペ ク ト ルで は 3 個 の 広 い 山 が示 さ れ る 。 一方，
タ バ コ コ ナ は狭帯域で7 個 の ハ ー モ ニ ク ス が明瞭に現れ

る 。 こ の明瞭な差が両種で常 に 現れ る こ と は， 雄の腹部
振動の律動パ タ ー ン を 司 る 神経支配が異 な る こ と を 示
し， 雌への リ リ ー サに 差 の あ る こ と を う か が わ せ る 。

図-3 に， 栽培作物や キ ク イ モ ， ハ イ ビ ス カ ス ， ポ イ ン

セ チ ア か ら 得た シ ルバー リ ー フ コ ナ と ， ス イ カ ズ ラ 等の
野生植物か ら 得た タ バ コ コ ナ の 各 2�3 頭の雄の出 し た
約 20 個 の 交尾信号 に つ い て ， 横軸 に 交尾信号の 長 さ ，
縦軸 に 基本周波数の ピ ー ク 値 ( タ バ コ コ ナ) か 中央値
( シ ルバー リ ー フ コ ナ) を プ ロ ッ ト し た 。 異 な る 時期 に
採集 し た 熊本産の キ ク イ モ 由来 の 集 団 で は ， 2 種が最 も
接近 し て プ ロ ッ ト さ れ る 。 そ の他 の サ ン プル で は 100%
の正判別率が得 ら れ る 。 タ バ コ コ ナ の交尾音 は持続時間

200 300 400 500 
信号の持続時間 (ms)

図 - 4 雄交尾信号 に よ る タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ と シ ル バ ー リ ー フ コ ナ

ジ ラ ミ の周波数変調 (基本波の最大ー最小差) に よ る 識別

nu

au

nv

au

 

nHv

nHV

AHw

anv

 

aa宮

崎S

04

咽且

基
本
波
の
最
大
1

最
小
の
範
囲
恥

ポ イ ンセチア， キ ク イ モ，
ノ ゲシ ， ト マ ト ， キ ュ ウ リ

シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ
Bemisia argenti{olii 

国 ス イ カ ズ ラ

タ ノ f コ コ ナ ジ ラ ミ
Bemisia tabac i 

iI røP:園 田 崎 h 
0 
100 600 

が 330�650 ms と バ ラ ツ キ が 見 ら れ， 一 方， シ ル バ ー

リ ー フ コ ナ で は 基本 周 波 数 が 230�405 Hz と バ ラ ツ キ
が見 ら れ る 。 図-4 は 判 別 の 一 方 法 と し て ， 横軸 に 信号
の長 さ ， 縦軸 に 基本波の最大 と 最小の周 波数範囲 を と っ

て 両種 を 比較 し た も の で あ る 。 タ バ コ コ ナ ( 1 集 団)
は， 基本波が明瞭 な ピ ー ク を 示す た め ， 最大ー 最小周 波
数 は 100 Hz 以下 と な る が， シ ルバ ー リ ー フ コ ナ は顕著
な 周 波数変調 が あ る た め ， そ の 範 囲 は 100�300 Hz と
な り ， 両種の別 は容易 で あ る 。
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図 - 5 オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の雄の配偶行動に お け る 行動連鎖
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図 - 6 オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の雄の雌到着か ら 交尾 ま での麹ふ り 行動の時間配置

EKBOM， 1981 ; Ll and MACHWIT�， 1985) と ， タ バ コ コ ナ
(Ll et al. ， 1989) に報告 さ れて い る 。 筆者 も 映像 と 音響
的記録 を 同時的 に行い， い く つ かの種 に つ い て 調査 し た
(上宮， 1995， 1997 ; KANMIYA， 1996 a， b) 。 顕著 な交尾前

行動 を示すオ ン シ ツ コ ナ で は ， 雄が ラ ン ダム探索の後 に

雌 に 到着 し， 周 囲 を 回 り つ つ触角 や前脚で雌の体や触角
を さ わ り ， 羽化直後の雌で な い な ら 雌 に 平行に並び， 規
則的な間隔で雌へ体 を 寄せ る 行動の合聞 に 麹 を小 さ く ふ

り ， 次 に 上 で両麹が当 た る ほ ど に 大 き な麹振 り ( フ リ ッ
ク ) が見 ら れ る 。 そ れ は 図 -5 の よ う に 行動連鎖 の 明 確

に分かれた ス テ ッ プ を な し， こ の手続 き を 踏 ま な い と 雌
の交尾受諾 は な い 。

交尾 に 成功 し た雄の行動連鎖の時間的な ユ ニ ッ ト は厳

密で， 雌 に 平行→雌 に 体 を 振 り つ け る →麹 を 不規則 に 弱
く 上 げ る → そ れが連続的 と な り →短 く 不規則の休止が現
れ→弱 い麹ふ り は連続的 に な り →休止が規則的 に な り →
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数秒の休止の あ と 麹 を 大 き く 上 に 振 り 上 げ る フ リ ッ ク →
マ ウ ン ト と な る 。 こ れ を省略 し た雄 は 交尾 に 失敗す る 。

図-6 に フ リ ッ ク 行動 の 時 間 的推移 を 示 し た 。 麹 を 大 き
く 振 り 上 げ る 規則的 フ リ ッ ク の数 は， 初 め は 8 秒近 く の

休止の 聞 に 30 回 を超 え る が， し だ い に 減少 し ， 休止の
間隔 ( プ ロ ッ ク ) の長 さ も 7 秒前後か ら 6 秒前後 に落ち
着 き ， ブ ロ ッ ク 内 の フ リ ッ ク 数 も 25�26 回 に 定 ま る 。
最後の フ リ ッ ク の あ と ， 両麹 を 上 で完全に 合わ す ほ ど に
振 り 上 げ る 行動 が 10 回以上続 い て 交尾す る 。 交尾後 は
雄の両麹が雌の麹上 に 被 さ る 。 マ ウ ン 卜 後の交尾時間 は

約 3 . 64 分 (9 個体) で あ る 。 雌 に 到 着 し て か ら マ ウ ン

ト す る ま で の 総時聞 は 交尾成功雄 1 1 個体が 13 . 4 i: 2 .  8 

分， 失 敗 29 個 体 が 1O . 2 i: 2 . 5 分 で， 有 意 な 差 (p <
0 . 005， Mann-Whitney U-test) が あ っ た 。 フ リ ッ ク 回
数や プ ロ ッ ク 数 に は有意 な差が な か っ た 。 マ ウ ン ト ま で
の時間 に有意な差が あ っ た 要因 を検討 し た ら ， 顕著 な時

間的差が， 突発的な小麹ふ り か ら 連続的な小麹ふ り ま で

の経過時間 に あ っ た 。 こ こ は 交尾信号が発信 さ れ る 時間

帯に相当す る 。 マ ウ ン ト ま での規則的 な フ リ ッ ク 回数 は

図-6 で は 760 回 を 数 え て い る 。 平均 フ リ ッ ク 回 数 は 交

尾成功 1 1 個体 で は 675 . 1 i: 128 . 4 回， 失敗 29 個体で は
707 . li:  159 . 5 回 で あ っ た 。 小麹ふ り を 含 め る と 雄 の 交
尾 ま での麹上 げ行動 は合わ せ て し 000 回 を超 え る 。 こ の
大 き な コ ス ト に も かか わ ら ず， 雄の交尾成功率は低 く ，

1 1 . 8% ( 1 1/93) で あ っ た (上宮， 1996) 。 高 い率の雌の
交尾拒否 と ， 執劫な麹の フ リ ッ ク に よ る 雄の高 い コ ス ト

の背景 に は， 雄 に 大 き く 片寄 る 性比の不均衡が関係 し ，
雄選択 に つ い て 雌の配偶戦略が あ る か も し れ な い。

IV コ ナ ジ ラ ミ の交尾信号の発見の意義

信号の多様性 は 単 に 信号作出 に 関す る 遺伝的 な ネ ッ ト
ワ ー ク だ け で な く ， 外環境圧 に 対抗 す る 物理 的 な 要 素
(筋肉ノf ワ ー) も 関係 す る か も し れ な い。 例 え ば， 葉 と

い う 基質か ら 信号 を 出 す に は， そ の強制振動 は葉の持つ

弾性率 に応 じ て 最 も 効果的な外圧 を加 え る パ タ ー ン に な

る か も し れな い。 同麹類昆虫 に祖先形質的 と し て認め ら
れ る 交尾音 は コ ナ ジ ラ ミ 類の雄に も 恐 ら く 普遍的 に あ り
(KANMIYA， 1996 : 上宮， 1997) ， 現在 の と こ ろ わ が 国 に
分布す る 主要な害虫種が交尾信号で明瞭 に 区別 で き る こ

と ， さ ら に は交尾信号以外 に も 配偶行動 と 行動連鎖の時
間的なユ ニ ッ ト が種特異的 に 介在す る と 考 え ら れ る 。 例
え ば， 野外で数頭の雄が雌 に 並ん で い る の は タ バ コ コ ナ
か シ ルバー リ ー フ コ ナ で， 1 雄が付 き ま と っ て い る の は
オ ン シ ツ コ ナ と 区別 で き る 。 そ れ は， オ ン シ ツ コ ナ が長
い麹ふ り 行動 を単独で行 う か ら であ る 。 前 2 種 は マ ウ ン

卜 直前だ け に フ リ ッ ク が あ り ， 数頭の雄がマ ウ ン ト 時 ま

で競合で き る か ら で あ る 。 雄の交尾信号の レ パ ー ト リ ー

は一つ で は な し さ ら に ， 雌 に も 雄の信号 に対 し て ， あ

る い は 自 発的 に 同 様 の 腹部振動 を 発 す る 種 が い る 。 ま

た ， 未成熟雌や交尾直後の雌 を雄が理解す る こ と ， 雌の
交尾拒否 は で き る だ け最後 に 切 り 札 を 切 る こ と で， 雄優
占 の な か で雌が邪魔 さ れず に 吸汁 と 産卵 を す る 適応的な
行動が考 え ら れ る 。 そ の た め ， 音響学的形質 は成虫や嫡

の少な い形態形質 に よ る 分類 を補 う ， よ り 具体的 な情報
を包含す る と 見 な さ れ る 。

お わ り に

コ ナ ジ ラ ミ 類が い か に 重要 な 作物害虫 で あ る か は，
USDA が算定 し た 1991 年以降毎年 5 億 ド ル以上の被害
損失額か ら 理解 さ れ る 。 栽培規模 に よ っ て 被害の認識度
が異 な る こ と を ， 今年の 5 月 に 私 の 研究 室 を 訪 問 し た
USDA-ARS の一研究者の ス ラ イ ド で痛感 し た 。 そ こ に

は， コ ナ ジ ラ ミ の 集団移動が， 野 を焼 く 白煙の 空 を 流れ
ゆ く よ う に ， そ し て ， ひ と た び襲わ れた広大な圃場が無

残 な 姿 に な っ て い る 情景が現れた 。 世界の コ ナ ジ ラ ミ の

研究 は個体群動態， 天敵利用 ， 寄主選好性， 防除技術，
ウ イ ル ス 媒介性な ど と 多岐 に 及ん で い る 。 被害 は以前の
散発的 な も の か ら ， 最近の施設園芸の 発展や花 き 植物の
愛好に伴い， 移動分散 に よ る 被害が世界的 に な り ， 抵抗
性系統の 出現 も 問題 を大 き く し て い る 。 減農薬果菜類の
要求 と ポ リ ネ ー タ ー と 放飼天敵 の 導入 も コ ナ ジ ラ ミ の薬
剤防徐 を困難に し て い る 。 コ ナ ジ ラ ミ 類の 寄主植物 は ア

プ ラ ム シ， カ イ ガ ラ ム シ と 比較 し て 寄主特異性が低 く ，

極端 な例 と し て シ ルバ ー リ ー フ コ ナ は 70 科 500 種 に 及
び， ほ ぽ全世界 に 被害 が報告 さ れ て い る 。 USDA で は
コ ナ ジ ラ ミ の 防 除 に 1993 年 か ら 5 か 年 の National
Research & Action Plan を設定 し (WWW : Bemisia 
tabaci homepage， USDA) ， ま た International Bemis­

ia Workshop に は 数百人が参加す る 。 わ が 国 の コ ナ ジ
ラ ミ 研究者 は最近激減 し て い る が， 圏 内 の 問題が解決 さ
れた と い う こ と で は な い だ ろ う 。

配偶行動 に お け る 交尾信号の発見 と ， 定型的 な行動連
鎖の情報 は ， 単 に種の客観的識別 の手法 と し て 寄与す る
こ と の ほ か に ， 種分化の機構の解明や配偶者選択 シ ス テ

ム の考察 に かかわ る 好材料 に な る こ と が期待 さ れ る 。
最後 に ， 本研究 に 懇切 な ご指導 を い た だ い た 大阪市立

自 然史博物館の 宮武頼夫氏 と ， 研究設備等 に 関す る ご援
助 を い た だ い た 住友化学工業株式会社， 並 び に 久留米大

学石橋研究財団 に対 し ， 深謝申 し 上 げ る 。
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| 本 会 発 行 図 書 |

『芝草病害虫 ・ 雑草防除の手引 き 』
芝草農薬研究会 編 A 5 版 口絵カ ラ ー40 ペ ー ジ 本文 256 ペ ー ジ

本体 3 . 398 円 (税別) 送料 310 円

芝草に有害 な病害虫 ・ 雑草 に つ い て 口絵カ ラ ー写真 に よ る 紹介 と 病害編， 害虫編， 雑草編， 農薬編，

付録 に 分 げ た 解説書。 各編 と も に 総論での解説 と ， 各論で は そ れぞれの学名 ・ 英名 ・ 別名 を取 り 上 げ，

発生， 生態， 防除法 ま で を 詳 し く 解説 し ， 付録 ゴ ル フ 場での芝生管理 を 基本的な要点 と 実際 に つ い て 解

説 し で あ り ま す。 ゴ ル フ 場 な ど芝草 を栽培管理す る 関係者 に と り そ の病害虫 ・ 雑草防除の適切 な 方法が

求 め ら れて い る 現在， 関係指導者 も 含 め て 必携 と な る 指導 ・ 解説書です。

お 申 し 込みは前金 (現金書留 ・ 郵便振替) で直接本会 ま で お 申 し 込み下 さ い。

虫 た ち と 不思議 な 匂 いの世界 B 6 判 : 本文 187 頁
農学博士 玉木 佳男 著 本体 1 ， 263 円 (税別) 送料 240 円

農作物 を 害虫か ら 守 る に は 雄 と 雌の 交尾 に 重 要 な 匂 い 物質 を 利 用 す る の も 一 つ

の 方法です. 性 フ ェ ロ モ ン の権威 で あ る 著者が， そ の 研究 の歴史 と 活用 ま で の 苦労

話 を 紹介 し て く れ ま し た .

お 申 し込みは， 直接本会出版情報グループに司l し込むか， お近 く の書底でお取 り 寄せ 下 さ い

間 日 本植物防疫協会 〒 170-8484 東京都豊島区駒込 1-43-1 1 TEL : (03) 3944- 1561 FAX : (03) 3944-2 103 
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